
 

  

27．三平方の定理の利用【ポイント解説】 

 

１ 右の図で，△ABCは∠A＝90° 

の直角三角形で，点 H は辺 BC 

上の点で，∠AHC＝90°である。 

AB＝3 cm，AC＝4 cm のとき， 

線分 AHの長さを求めよ。 

   

 

２ 次の問いに答えなさい。 

(1) 右の図で，A，B，C は円 

周上の点である。弦 BCの長 

さを求めなさい。                 

 

 

 

(2) 右の図で，直線ABは点A 

 で円O に接している。線分 

AB の長さを求めなさい。 

 

 

 

３ 右の図のように，∠A＝60° 

∠C＝90°の直角三角形 ABC 

に内接する半径 1の円がある。 
 

  (1) 線分 ARの長さを求めよ。 
 

 (2) 線分 BPの長さを求めよ。 
 

 (3) ぬられた部分の面積を求めよ。 

 

 
 

４ 右の図は，1辺の長さが 6 cmの立 

方体ABCD－EFGHで，A，B，C，F 

を頂点とする三角すいについて考え 

たものである。 
 

(1) この立体の体積を求めよ。 
 

(2) 頂点 B から，面 ACF におろし 

た垂線の長さを求めよ。 
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５ 右の図のように，円すいの中に球がすきま 

のない状態で入っている。円すいの底面の半 

径は 3 cm，母線の長さは 9 cm である。 
 

(1) 円すいの体積を求めよ。 
 

(2) 円すいの中に入っている球の半径を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】 
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